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遠い昔のことでした。信濃国分寺に大変良い音のつり鐘がありました。

この鐘の音が大好きな男がいました。 自分の家にほど近い寺へ置いて朝にタに聞きたいと思ってー・。

ついにある夜、鐘を盗みだした。須川湖の岸まで来た時、夜がしらじらと明けそめました。気がついた

国分の村人が後から追ってきます。 Iせ っかく盗んだつり鐘だが……」。鐘を湖になげこみました。 ド

ボーンと悲しい声を残して、すりばち型の水底へ鐘は沈んでいきました。

人の寝しずまる真夜中に、鐘は今も 「国分寺恋しや」と鳴っているということです。
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市民の動き

( 9月 1E! JJi.{::) 

総人口 110，251人 (+ 123) 

男 53，742人 (+ 59) 

女 56，509人 (+ 64) 

世帯数 32，413世帯 (+ 14) 
( )内は，iij)llヒてす
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財政の健全を図りながら

事業を推進

く9月定例市議会開く〉

本
日
こ
こ
に
昭
和
五
十
三
年
九
月
定

例
市
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

報
公
私
と
も
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
を

広
賜
り
ま
し
て
誠
に
ご
苦
労
さ
ま
ざ
き

一

い

ま

す

。

一
こ
こ
に
諸
議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い

胤
附
い
た
し
ま
す
に
あ
た
り
、
当
面
の
市
政

問
酬
の
一
端
を
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

判
闘
収
入
の
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
税

昭
和
め
伸
び
は
ま
ず
ま
ず
と
予
想
し
て
お
り

一
ま
す
が
、
財
政
需
要
を
み
た
す
に
は
と

一
う
て
い
及
び
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
国

一
の
政
策
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

一

す

。
国
は
、
近
く
臨
時
国
会
を
聞
い
て

号
景
気
浮
揚
の
た
め
の
公
共
事
業
を
含
む

別
補
正
予
算
を
提
出
い
た
し
ま
す
の
で
、

第
こ
れ
が
通
過
す
れ
ぱ
地
方
自
治
体
も
、

一

あ
る
程
度
の
予
算
が
組
め
る
と
思
い
ま

え'】
6号一

聞
に
関
す
る
条
例
」
め
一
部
改
正
な
ど

十
三
件
を
提
案
し
ま
し
た
。

す
が
、
こ
の
事
業
の
多
く
は
起
債
に
依

存
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
し
た
が
っ
て

極
力
財
政
の
健
全
を
図
っ
て
事
業
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

き
て
、
現
在
、
市
政
の
中
で
最
も
意

を
用
い
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
交
通
問

題
が
あ
り
ま
す
。
特
に
国
道
バ
イ
パ
ス

に
つ
い
て
は
、
多
年
の
懸
案
で
あ
り
な

が
ら
い
ま
だ
に
そ
の
実
現
が
み
ら
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
関
係
地
域
の
皆
さ
ん

や
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
昨

年
度
、
は
じ
め
て
予
算
が
つ
き
、
本
年

度
は
、
あ
る
程
度
の
増
額
が
予
想
さ
れ

前
途
に
明
る
み
が
み
ら
れ
る
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

国
分
寺
史
跡
公
園
の

資
料
館
建
設
を
促
進

市
民
が
多
大
の
関
心
を
持
つ
通
学
区

の
適
正
化
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
た

だ
い
ま
教
育
委
員
会
を
中
心
に
審
議
会

の
こ
苦
労
を
い
た
だ
い
て
お
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
し
、
な
お
、
学
校
給
食
間

東
京
都
の
成
沢
定
平
き
ん
か
ら
ご
寄

付
い
た
だ
い
た
土
地
を
一
億
二
百
七
十

掛

題
に
つ
き
ま
し
で
も
、
今
議
会
に
審
議

会
条
例
を
お
願
い
い
た
し
、
そ
の
成
立

を
待
っ
て
一
日
も
早
く
こ
の
問
題
の
解

決
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

「
や
ま
び
こ
国
体
」
の
開
催
も
余
す

と
こ
ろ
三
十
余
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ

の
成
功
の
た
め
に
、
各
位
に
は
格
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
分
寺
史
跡
公
固
め
資
料
館
建
設
に

つ
い
て
は
、
山
浦
国
嗣
翁
の
寄
付
金
を

資
金
に
充
て
、
そ
の
実
現
を
一
日
も
早

く
図
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

老
人
リ
ハ
ビ
リ
実
施
に

送
迎
車
を
購
入

次
に
民
生
福
祉
関
係
に
つ
き
ま
し
て

は
、
母
子
家
庭
の
問
題
、
在
宅
身
心
障

害
児
童
の
処
遇
、
老
人
福
祉
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
イ
シ
ョ

ン
実
施
の
た
め
の
送
迎
車

の
準
備
、
国
民
年
金
加
入
の
充
実
等
、

き
め
細
か
い
福
祉
の
充
実
を
一
一
層
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

円
。
新
東
部
保
育
閣
の
備
品
購
入
費
三

百
五
十
万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま

Y決議離議総潟弱溺忠信容務務滋穏

提案説明をのべる石井市長(手前)

小
、
商
工
業
者
の
経
営
の
安
定
化
、
近

代
化
を
進
め
る
た
め
の
資
金
の
需
要
に

こ
た
え
て
、
金
融
機
関
へ
の
預
託
金
を

増
額
し
、
制
度
融
資
の
活
用
を
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
る
考
、
え
で
あ
り
ま
す
。

減
反
計
画

予
想
を
上
回
っ
て
達
成

次
に
農
政
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
年

は
、
異
常
な
高
混
と
干
ば
つ
に
み
ま
わ

れ
、
農
作
物
に
多
大
の
被
害
を
あ
た
え

農
業
経
営
に
一
段
と
困
難
を
加
え
ま
し

た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
は

関
係
団
体
の
こ
協
力
と
生
産
者
の
深
い

こ
理
解
に
よ
り
、
計
画
面
積
を
大
き
く

上
回

っ
て
達
成
で
き
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
再
編
対
策
を
農
家
経
営
の
な
か
に

定
着
さ
せ
る
た
め
の
条
件
整
備
に
は
、

積
極
的
に
取
り
く
ん
で
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
ま
た
、
山
林
に
つ
き
ま
し

て
は
、
山
林
特
有
の
機
能
を
活
用
し
、

林
業
構
造
の
改
善
事
業
を
推
進
す
る
た

め
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
実
情
に
即
し
た
計
画
を
樹
立

し
、
実
行
に
、
つ
つ
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

塩
田
地
域
の
水
田
ほ
場
整
備
事
業
は

着
々
進
行
し
、
農
業
の
近
代
化
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
効
果
を
更
に
高

め
る
た
め
に
、
塩
田
農
協
で
は
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
建
設
と
コ
ン
バ
イ
ン
、
ト

ラ
ク
タ
ー
等
の
導
入
に
よ
り
生
産
性
の

向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
と

い
た
し
ま
し
で
も
で
き
る
だ
け
の
援
助

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

以
上
、
当
面
の
市
政
の
一
端
を
申
し

あ
げ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
市
議
会
の

皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

条

例

学
校
給
食
施
設
に
つ
い
て
、
教
育
的

立
場
か
ら
、
児
童
、
生
徒
の
心
身
の
す

こ
や
か
な
発
達
を
図
る
に
は
ど

の
よ
う

な
方
法
が
良
い

の
か
、
今
ま
で

の
経
過

に
と
ら
わ
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
か

ら
審
議
し
て
い
た
だ
く
「
上
田
市
立
小

中
学
校
給
食
地
設
改
善
審
議
会
条
例
」

の
制
定
。

各
地
域
で
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
が
盛
ん

に
な

っ
て
き
て
い
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
市
民

の
融
和
と
連
帯
感
を
高
め
る
た
め
学
校

施
設
を
開
放
す
る
「
上
回
市
立
学
校
体

育
施
設
開
放
に
関
す
る
条
例
」の
制
定
。

林
業
の
構
造
改
善
に
必
要
な
事
業
の

計
画
の
立
案
や
実
施
に
つ
い
て
調
査
審

議
す
る
審
議
会
を
設
置
す
る
「
附
属
機

費
二
千
万
円
。
自
然
運
動
公
園
五
十
メ

。l
'
「
レ



東
京
都
の
成
沢
定
平
さ
ん
か
ら
ご
寄

円
。
新
東
部
保
育
園
の
備
品
購
入
費

三

ス

セ
ン
タ
ー
建
設
)
補
助
金
一
億
一
千

付
い
た
だ
い
た
土
地
を
一
億
二
百
七
十
百
五
十
万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
五
百
四
十
九
万
八
千
円
。
麦
作
集
団
育

五
万
円
で
本
年
度
売
却
、
財
産
収
入
と
し
た
。

成
総
合
対
策
事
業
補
助
金
一
千
二
百
五

し
、
同
額
を
自
然
運
動
公
園
建
設
費
の

〈
衛
生
費
〉

十
六
万
五
千
円
。
非
補
助
土
地
改
良
事

財
源
と
す
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
へ
上
小
衛
生
施
設
組
合
、
上
田
市
外
八
業
費
一
億
三
千
百
六
十
一
万
円
な
ど
の

の
積
立
金
と
し
ま
し
た
。
自

治

会

防

犯

か

町
村
病
院
組
合
、
大
星
斎
場
組
合
、
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。

灯
電
気
料
補
助
金
七
百
八
十
万
九
千
円
上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

〈
高
工
費
〉

市
役
所
自
転
車
霊
場
新
設
工
事
、
塩
固
め
各
負
担
金
。
じ

ん

か

い

収

集

車

購

入

市

民

会

館

身

障

者

用
便
所
な
ど
の
改

支
所
天
井
は
り
替
工
事
な
ど
の
工
事
費
費
な
ど
に
七
千
七
百
九
十
一
万
二
千
円

修

工
事
費
五
百
九
十
万
円
。
長
野
県
信

五
百
六
十
二
万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

用
保
証
協
会
、
商
工
中
金
長
野
支
庖
へ

し
ま
し
た

。

〈

農
林
水
産
業
費
〉

の
預
託
金
五
千
万
円
な
ど
の
予
算
を
計

〈
民
生
費
〉

種
子
共
同
購
入
事
業
、
転
換
水
田
整
上
し
ま
し
た
。

真
田
町

へ
建
設
さ
れ
る
精
神
薄
弱
者
備
事
業
、
集
団
営
燥
機
械
施
設
整
備
事

〈
土
木
費
〉

更
生
施
設

「
か
り
が
ね
学
園
」
建
設
補
業
な
ど
の
補
助
金
一
千
四
百
二
十
四
万
花
園
新
参
町
線
歩
道
新
設
工
事
費
五

助
金

一
千
万
円
。
産

院

事

業

会

計

負

担

七

千

円
。
家
畜
市
場
移
転
事
業
補
助
金
百
十
九
万
円
。
諏
訪
形
一
号
踏
切
改
良

金
五
百
六
十
八
万
八
千
円
。
福

祉

住

宅

一

千

五

百

万

円

。
同
和
地
区
か
ん
が
い
負
担
金
一
千
七
百
八
十
五
万
円
。
県
道

内
部
改
修
工
事
費
三
百
三
十
万
円
。
お
用
水
改
修
工
事
費
八
百
七
十
万
円
。
浦

(
詑
か
所
)
工
事
地
元
負
担
金
七
百
三

年
寄
り
が
リ

ハ
ビ
リ
テ
イ
シ

ョ

ン

の

た

里

北
部
ほ
場
整
備
事
業
補
助
金

二

千

六

万

八

千

円

。
道
路
維
持
補
修
工
事
費
五

め
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
通
う
た
め
の
百
七
十
二
万
二
千
円
。
塩

団

地

区

の

土

千

万

円

。
河
川
用
悪
水
路
改
修
工
事
費

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
購
入
費
百
二
十
五
万
地
利
用
型
集
団
営
農
推
進
事
業
(
ラ
イ
三
千
三
百
万
円
。
新
参
町
下
郷
線
用
地
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竺

町
、
記
閥
、け

一

て

除

ν
比
一

実
費
百
円
で

あ

っ

せ

ん

し

ま

す

の

で

、

一

日

水

一

一~
トミ

ト

選

立

・

カ
よ
カ
制

U

…

つ

掃

が
引
一

許
可
を
得
た
土
地
の

見

や

す

い

場

所

へ

一

巴

町

一

トミ

ミ

h
一ポ
ハ

一

7
し

が

怖

に

一

ろ

大

日
で
一

一

切

上

て

一

タ

恥

リ

=

剖

吋

必

体

難

一

F
ー

の

日

の
一

表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

一

限

1
弄
つ
λ
ゾ

d-旦
一
と

寸

は

国

盗

一

そ

火

丹
す
一

こ

の

表

示

板

の

大

き

さ

は

縦

二

十

一

町

一

月

一

あ

い

げ

一

一

一歩

一一

村

正

お

い

族

別

J

M
一

五
日
J
川
、
哲
二
十
五
日ン
れ
で
す
。

一

江

o一
t
i丁
当

出

声
転
ま
場
う

一

震

O

は

‘
-

〈

お

問

合

せ

〉

…

全

1
7
2は
河

辺

一

旦

た

自

や

会

よ

一

翼

什

年

間

一

二
.
「
V
Hほ
L
ー
ー
し
砂
:
一

4

今

が

一

農
業
委
員
会
事
務
局
(
宮
@
四
一

O

ん

f
l
dリ
リ
1
f
l
i
-
-

聞
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
な
ど

十
三
件
を
提
案
し
ま
し
た
。

号FO
 

巧

tnt
 
第一

補

正

額
九
億
六
千
一
一
百
七
十
四
万
一一

鈎

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り

財

閥

総
予
算
額
は
、
百
三
十
六
億
一
千
三
百

開
園
五
十
万
四
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に

unqa 

崎
明
比
し
て
二
一
六
・

四
%
と
な
り
ま
す
。

一
マ
歳
入
の
主
な
も
の

一

地

方
交
付
税
、
二
億
円
。
県
支
出
金

だ
一
億
八
千
七
十
二
万
五
千
円
。
分
担
金

お
よ
び
負
担
金
、
一
億
五
千
七
百
三
万

二
千
円
な
ど
収
入
可
能
な
範
囲
で
計
上

し
ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

〈
総
務
貸
〉 一

般
会
計

補
正
予
算

えつ一(3)-ー一一昭和53年10月1日 広報

転用農地へ

許可済証を

表示しよう

10月から表示板を

有料頒布

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
転
用
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
よ
り
県
知
事
の

許
可
が
必
要
で
す
が
、
さ
ら
に
、
十
月

か
ら
許
可
を
受
け
た
土
地
に
「
農
地
か

向山

農地かい廃許可済誌
11守湾指令書毎 長野県指令 司E 毒事

1"，苛年河湾 砲事事 .. ~ 政

t抑土地制骨密最在陛i措置:・制撞暢
平方メートル

1費時著者住所氏名

tかい薦議徐被氏名

1.事 軍可 増置 長野県知司J I!!i沢権一郎

よIilのとおり相型車ないこと者経する

画面和年月 箆
姐民事院書隊員会長

費
二
千
万
円
。
自
然
運
動
公
園
五
十
メ

ー
ト
ル
プ
ー
ル
管
理
棟
工
事
費
二
千
五

百
万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た。

〈
消
防
費
〉

消
防
水
利
施
設
整
備
事
業
工
事
費
一

千
十
二
万
円
。

ス
ノ
l
ケ
ル
車
オ
パ

l

ホ
ー
ル
負
担
金
六
百
万
円
な
ど
の
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
教
育
費
〉

各
小

・
中
学
校
の
備
品
購
入
費
四
千

二
百
三
十
一
万
円
。
各
小
中
学
校
営
膳

工
事
費
一
千
百
五
十
万
円
。
信
捜
国
分

寺
資
料
館
設
計
委
託
料
六
百
万
円
。
図

書
館
図
書
購
入
費
三
百
万
円
な
ど
の
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
災
害
復
旧
費
〉

七
月
八
日
の
集
中
蒙
雨
に
よ
る
農
道

水
路
、
林
道
の
災
害
復
旧
費
七
百
八
十

二
万
六
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
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の迷惑院
やめよう
県・市の

騒音規制を守ろう

え

最
近
、
流
行
し
て
い
る
「
カ
ラ
オ
ケ
」

に
よ
る
騒
音
公
害
が
各
地
で
問
題
に
な

り
、
規
制
を
望
む
声
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

上
田
市
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
静

か
な
生
活
環
境
の
中
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
関
係
者
に
「
上
田
市
公
害
防
止
条

例
」
や
県
の
「
風
俗
営
業
取
締
法
施
行

条
例
」
の
騒
音
に
関
す
る
規
制
を
守
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

騒
音
規
制
に
つ

い
て
、
県
の
条
例
で

+。

つ-~ 776号 (事瀦縦割一一広報

ー
、
音
楽
の
演
奏
な
ど
を
す
る
人
は

隣
り
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
、
必
要
な
「
防
音
装
置
」
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
、
風
俗
営
業
や
深
夜
営
業
を
行
う

人
は
、
人
声
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音

を
大
き
く
し
て
隣
り
近
所
に
迷
惑

を
か
け
た
り
、
客
に
こ
れ
ら
の
行

為
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
違
反
し

た

場

合

、

罰

則
お

よ

び

公

芸

員

会

の
営
業
停
止
処
分
な
ど
が
決
め
ら

音
楽
も
時
に
は
暴
力
に

旬
時
以
後
は

い
ま
す
。

市
の
条
例
で
は
、

夜
間
の
静
か
な
環
境
を
保
つ
た
め

特
に
午
後
十
時
か
ら
翌

日
の
午
前
六

時
ま

で
、
音
響
機
器
や
楽
器
の
音
、

人
声
な
ど
に
よ
っ
て
、

隣
リ
近
所
へ

迷
惑
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
。

と
決
め
、
守
ら
な
い
場
合
は
罰
則
に

よ
り
罰
っ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
騒
音
規
制
に
関
係
す
る
皆
さ
ん

は
、
県
・
市
の
条
例
を
よ
く
理
解
し
て

夜
間
、

一
般
市
民
の
皆
さ
ん
が
静
か
な

高
年
齢
者
に
働
く
場
を

全
国
雇
用
促
進
運
動
実
施

〈
叩
月

1
日
「
)
引
日
〉

十
月

一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で

「全

国
雇
用
促
進
運
動
」
が
、

中
高
年
齢
者

の
雇
用
促
進
を
重
点
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。最

近
の
円
高
に
よ
る
輸
出
産
業
の
不

況
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
企
業
の
人
員

盤
理
や
倒
産
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
人

々
が
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
こ
こ
数
年
来
の
厳
し
い
雇
用

情
勢
、
高
齢
者
社
会
の
到
来
な
ど
に
よ

る
中
高
年
齢
者
の
就
職
問
題
が
大
き
な

課
題
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

国
や
県
で
は
、
中
高
年
齢
者
を
採
用

し
た
企
業
に
奨
励
金
を
交
付
す
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
援
護
制
度
を
取
り
入
れ
、

中
高
年
齢
者
を
採
用
し
や
す
い
よ
う
努

力
し
て
い
ま
す
の
で
、
企
業
の
皆
さ
ん

も
こ
の
制
度
を
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

上
回
公
共
職
業
安
定
所
で
も
、
中
し
げ
同

年
齢
者
の
就
職
促
進
を
放
軍
点
に
、
そ

の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
同
安
定

所
の
八
月
現
在
の
全
求
職
者
の

四

O
%

を
中
高
年
齢
者
が
占
め
、
こ
の
割
合
い

は

さ

ら

に

増

加
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
定
年
制
の
延
長
や
採
用
に
よ

っ
て
中
高
年
齢
者
が
、
そ
の
労
働
能
力

と
経
験
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
発
揮
し
、
生

き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
を
)
さ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
み
ん
な
の
力
で

中
高
年
齢
者
の
雇
用
促
進
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

(

上

回
公
共
職
業
安
定
所
)

求
上甫職

県認の
きき相
業譲言炎

iは

最
近
、
求
人
数
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
八
月
三
日
か
ら
九
月
二
十
二
日
ま

で
に
市
内
で
は
、
百
三
卜
じ
事
業
所
か

ら
五
百
二
十
三
人
の
求
人
が
あ
り
ま
し

環
境
の
中
で
、
生
活
で
き
る
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

公
害
課
公
害
係
(
宮
@
四
一

O
O
内

線
二
九
五
)

ト-1.3 市内の有効求人倍率 V (1J2/ 4) 

トーー1.2

/ 
レ/

5111' (1.12) 

トーー1.1
(112) 

~ト{ツ
トー1.0

同者
レ/

5211' (0.94) 
(0.92) ロβ』ト-0.9

/ 、T
ト-08

53年 (o.m 

恒三宝 4月 5月 5月 7月 8月

た
。求

人
の
増
え
た
主
な
業
種
は
「
建
設

業
」
「
卸
小
売
業
」
「
サ
ー
ビ
ス
業
」

な
ど
で
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
「
製

造
業
」
は
特
殊
な
業
種
を
除
い
て
増
加

し
て
い
ま
す
。

求
職
を
希
望
す
る
入
、
職
業
に
悩
み

の
あ
る
人
な
ど
職
業
に
対
す
る
ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
労
政
諜
(
宮

@
四
一

O
O
内
線
三

O
七
)
。

上
回

公
共
職
業
安
定
所
(
宮
@
六
三
六
三
)

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

八
月
の
求
人
倍
率
は
、
一

・
O
八
俗

で
し
た
(
上
回
公
共
版
業
安
定
所
調

べ」

干~­J 
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く特

軟式庭球会場、 市営庭球場東コー卜 で行われた国体選手選考最終予戦の熱戦

医-
上
回
会
場
い
よ
い
よ

十
月
十
六
日
側閉
幕

「や
ま
び
-
」
国
体
秋
季
大
会
上
回
会
場
」

の
軟
式
庭
球
、
高
校
野
球
(軟
式
)
は

十
月
十
六
日
、
熱
戦

の
火
ぶ

た
が
切
ら
れ

ま
す
。
全
国
か
ら
集
る
、
選
手
や

役
員
の
皆
さ
ん
が
全
力
を
出
し
き

っ
た
フ
レ

ー
が
で
き
、
大
会
が
成
功
す
る

よ
う
市
民
一

人
ひ
と
り
が
国
体
に
参
加
す
る
気
持
で
暖
か
く
迎
え
る
と
と
も
に

大
会
運
営
が
と
ど

こ
う
り
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
か
け
の
場
合
、
駐
車
場
が
秋
い
た
め

混
雑
が
予
怨
さ
れ
ま
す
の
で
、
自
家
用

車
は
ご
速
い
思
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
市
民
会
館
前
の
駐
車
場
は
、

大
会
期
間
中
、
大
会
関
係
者
の
駐
車
場

と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
は

市
民
体
育
館
前
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

。

開
始
式
・
競
技
の

観
戦
は
無
料

十
月
十
六
日
、
市
営
庭
球
場
東
コ
ー

ト
で
午
前
九
時
か
ら
軟
式
庭
球
、
市
営

野
球
場
で
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
高
校

軟
式
野
球
の
開
始
式
が
行
わ
れ
、
引
き

続
き
十
九
日
ま
で
(
高
校
野
球
は
十
八

日
ま
で
)
の
四
日
間
に
わ
た
リ
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

両
競
技
の
開
始
式
、
競
技
の
観
戦
は

無
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
大
勢
お
で
か

け
い
た
だ
き
力
強
い
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。自
家
用
車
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

〈
市
民
会
館
前
は

駐
車
で
き
ま
せ
ん
〉

各
競
技
を
観
戦
す
る
た
め
会
場
へ
お

上回会場競技日程表

16 17 18 19 
伺) ω 附同

軟競式庭球技 n &oayrρn &。&no 
軟野球式競高校技 .，..，..，. 
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あたたかい声援を送ろう

矩火リレーが

あなたの街をはしります

恒
火
(
き
よ
か
)
は
、
十
月
六

日
倒
信

濃
国
分
寺
史
跡
公
園
で
採
火
さ
れ
「
哲

明
(
れ
い
め

い
)
の
火
」
と
命
名
さ
れ

ま
す
。

市
内
を
走
る
矩
火
リ
レ
1

は
、
十
月

八
日
制
と
十
二
日
附
の
二
日
間
、
次
の

コ
ー
ス
を
走
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の

街
を
矩
火
リ
レ
ー
が
走
る
と
き
は
、
暖

か
い
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

。
の
中
の
数
字
は
、
略
図
中
の

コ
ー

ス
順
、
時
聞
は
、
中
継
時
間
で
す
。

マ
十
月
八
日
間

企

①
午
前
十
時
市
役
所
前
↓
合
同
庁
舎
前

②
同
十
時
八
分
作
同
庁
合
的
↓
ド
房
山

③
同
十
時
二
十
九
分
西
上
田
駅
前
↓
宮

野
鉄
行
所
前

④
同
十
時
三
十
九
分
宮
野
鉄
工
所
前
↓

裁
判
所
前

⑤
同
十
時
四
十
八
分
裁
判
所
前
↓
ユ
ニ

ー
上
回
庖
前

⑥
同
十
時
五
十
四
分
ユ
ニ

l
上
回
庖
前

↓
菅
沼
モ

ー
タ
ー
ス
前

⑦
同
十
一
時
一
分
菅
沼
モ
ー
タ
ー
ス
前

↓
国
分
寺
史
跡
公
園
前

⑧
午
後
一
時
三
十
分
大
屋
駅
前
↓
み
す

ず
台
北
公
会
堂
前

⑨
同
一
時
五
十
四
分
市
豊
殿
支
所
↓
赤

坂
一
例
同
二
時
十
九
分
科
引
診
療
所
前
↓
伊

勢
山
か
わ
い
商
庖
前

V
十
月
十
二
日
附

&

⑪
午
前
十
時
三
十
二
分
市
川
西
支
所
前

↓
川
西
中
学
校

恒火リレーの練習に励む第四中学校の皆さん

⑫
同
十
一
時
四
分
別
所
相
染
閣
↓
別
所

小
学
校

⑬
同
十
一
時
二
十
四
分
新
町
寿
食
堂
前

↓
市
塩
田
支
所

⑪
午
後
一
時
十
五
分
上
田
原
か
ま
や
前

↓
上
田
橋
西
側

⑮
同
一
時
二
十
五
分
上
田
橋
西
側
↓
上

田
市
役
所

あなたの街を走る短火コース略図

子)

子)

L
A
f
け
ん
い
九



)

)

の
林

し
固
持
す
で

子

子

一死
小
場
全
を

加
の

男

男

地

に

出

球

歴

参

す

ら

年
年

場

、よ
活
三

成

少

刊
4

は
男
組
式
し
す

。

(

(

仕

に
年
水
軟
し
ま
介
う

托

且

且

球
成

泣

か
れ
紹
よ

4

円

。

河

G
河

耳
、
十
字
輝
同
寸
し

回
国
三
水

計
刊
以
石

上

f
J
-
hノ

る
回
に
は
と
が

言
送

-一小
rvu
主

円

れ
上
子
組
勝
聞
唯
一
を

仁

↓

s!と
{

わ
、
男
岡
優
活
の
援

品
米
4

・

・

行
て
年
花
で
で
意
声

1iy

ト
k
'
『

i

で

つ
少
・
部
の
決
な

-廷

μ
M
r
I」

場
な

、
林
の
す
の
き

到
ド
か

r円
均
怒

-h1n

ノ
、

4

1々

上
誉

岡
す
会
て
四
さ

重
↓

名
花
ま
大

つ
る
皆

ι

，taEra--taEra-za-ra'taEra-za--Ea-ravta-raWEa--EaEzaFavtaEra-zavpa'EaEzavtavpa'taVE--AMvzavtavh国
rh回
ya'tavph回
y
h
V
A回
yawphM7hVEavhhvtavEavE曲目
z
a
v
h
E
r
a
-
A田
y
a
'
A
'
b
v
t
a
E
F
A圃
VPAM

・Fh圃7品
目

YAM-ι
圃

F
A圃
FA-ph'Eavph圃
F
h
'
h
v
p品目
F
A
V

歓
迎
準
備
も
着
々
と
進
む

参
加
選
手
・
役
員
を

暖
か
く
迎
え
よ
う

「や
ま
び
こ
国
体
」
閉
幕
ま
で
、
あ
で
に
参
加
四
十
七
都
道
府
県
、
約
一
千

と
十
五
日
と
な
リ
ま
し
た
。
国
体
事
務

二
百
名
の
選
手
役
員
が
勢
ぞ
ろ
い
、
十

局
や
闘
係
団
体
に
よ
る
準
備
も
進
み
、
月
十
六
日
の
開
始
式
に
続
き
四
日
間
、

市
街
地
商
庖
の
飾
り
付
け
、
会
場
と
な
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

る
市
営
庭
球
場

(
束
・
西
コ
ー
ト

)
、

県
営
、
市
営
野
球
場
の
最
終
盤
備
、
菊

サ
ル
ビ
ア
、
ア
ゲ
ラ
ダ
ム
、

7

リ
1

ゴ

ー
ル
ド
の
花
や
案
内
板
な
ど
の
飾
り
付

け
も
あ
と
数
日
で
完
了
、
い
よ
い
よ
十

月
十
六
日
の
閉
幕
を
待

つ
の
み
と
な
り

ま
し
た
。

各
県
代
表
の
精
鋭
も
十
月
十
三
日
に

沖
縄
・
静
岡
・
岩
手
県
な
ど
十
玉
県
が

上
回
入
り
す
る
の
を
初
め
、
十
四

日
ま

だ一一一(2115悩A23) 第 776号一えI ーベ3)ー一一一ー昭和53年10月1日 広報

み
ん
な
の
協
力
で

気
持
よ
い
国
体
を

市
民
の
皆
さ
ん
も
上
田
市
の
印
象
が

良
き
思
い
出
と
し
て
、
参
加
選
手
役
員

に
の
こ
る
よ
う
、
暖
か
く
迎
、
え
る
と
と

も
に
、
プ
レ
ー
す
る
選
手
に
お
し
み
な

い
声
援
を
送
り
、
や
ま
び
こ
国
体
を
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

花 日
市岡5

22i 
歳 さ

・ん国
分

清f
Z3hi 
田 1延 ん
千 ー ち

E君
校

年
生

チ
ー
ム
の
た
め
に
、
全
力
で
が
ん
ば

り
ま
す
。
(
写
真
右

・
前
衛

)

一
球
、
一
球
を
大
切
に
が

ん
ば
り
ま

す
。
(
写
真
右
・
前
衛

)

日本1
平哲ご
-'--亡ゴ ぞ

歳E7
新ん
田

松っ
玉山2
田

~1" ~青;
嬰君し
問1

校

.年

生

く
い
の
な
い
よ
う
力
い

っ
ぱ
い
が
ん

ば
り
ま
す
。
(
写
真
左
・
後
衛
)

ふ
だ
ん
の
力
を
出
し
き
っ
た
プ
レ

ー

を
し
た
い

。

(
写
真
左

・
後
衛
)

高校野球(軟式)組合せ

高校野球は、 10月16日(月)ー 18日闘の三日間にわたって熱戦

が展開されます。大勢ご観戦くださ L、。組合せは下表のとお

叩
福
島
県
(
磐
城
農
業
高
校

(A=市営野球場、 Bー県営聖子球場)

7
島
根
県
(
浜

田

ー高

日
)
∞
i

-

守，，，
P

目‘

'l
f
、、
qM

6
神
奈
川
県
(
法
政
第
二
高
校

nu 

日
)

3

2

:

 

R
u
d
a
r

、3

|
(
;
 

5
大

阪

府

(

食

品

産

業

高

校

4
兵

庫

県

(

飾

磨

工

業

高

校

3
奈
良
県
(
東
大
寺
学
園
高
校
)

2
岐
阜
県
(
県
岐
阜
商
業
高
校
)

りです。

ー
栃
木
県
(
作
新
学
院
高
校
)

校
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9 

10 

12 

14 

15 

11 

13 

馬

北海道

森

矢口

i潟

庫

島

新

三邑
同

愛

兵

広

群

子女

せ

年

A 
1=1 

少

来E球

24 

25 

26 

軟式庭球は、少年男子 ・女子が10月16日(月)・ 17日(火)成

年男子 ・女子が10月18日附 ・19日休)の 4日間にわた っ

て熱戦ヵ、繰りひろげられます。大勢ご観戦ください 。

(会場は、上回公園内の東・西コートです)

1.東 )11 

山

城

庭

石

岡

F晶、
昌

16 鹿児島

27 阜岐

13 

16 

守

f
-
m凶

--nヨ

島

明

副

島

高
山
圃
ヨ
凶
圃
』
ム

f
l
l
 

14 

15 

森

城

崎

和歌山

青

茨

長

子男年成
玉

北海道

兵

手

庫

j穏

鹿児島

岡

新

岩

ネ冨

埼

2 

4 

6 

7 

5 

3 

28 

32 

33 

29 

30 

31 

神奈川

崎

島

媛

葉

潟新

長

千

広

愛

式

子

軟

男年少
京

岡

2.和歌山

:;.静

十
月
十
日
は

均
体
育
め
日
秒

。
市
内

各
地
の
保
育
園
や
小
学
校
な
ど
の
運
動

田手火』

崎S.宮

20 

22 

23 

24 岡阪大12 
37 島ネ富手14 岩

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

22 

23 

24 

21 

21 

尽

介

潟

阪

手

葉

神奈川

岡

知

本

山

!奪

田

~:: 

) 11 

)11 

東

手火

新

大

岩

ネ富

岡

千

愛

石

香

持E

兵

矢口

媛

葉

子女年成38 

39 

40 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

口

愛

11.千

41 

山

愛

)11 

阪

森

都

8 

9 

10 

縄

馬

重

玉

井

口

香

大

群

青

士奇

沖

干冨

尽

34 

35 

36 

山
…
[

介

良

鹿児島

岡

庫

城

本

木

大

z!:: 
"1之

21.北海道

矢口

賀

取

山

知

22.鳥

23.栃

12.富

12.愛

i 5.福

16.兵

19.滋

20.熊

17.茨

18.高

め
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
上
回
公
園
内

に
一
周
一
キ

ロ
灯
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

l
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十
月
十
日
は

J
体
育
の
目
印

。
市
内

各
地
の
保
育
関
や
小
学
校
な
ど
の
運
動

会
も
た
け
な
わ
、
元
気
よ
い
喚
声
が
校

庭
か
ら
わ
き
あ
が
り
澄
み
き
っ
た
秋
杢

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
市
民
の
聞
に
も
ス
ポ
ー
ツ
が

盛
ん
に
な
り
、
?
?
さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
、
早
起
き
野
球
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
大
会
が
春
、
夏
、
秋
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
、
参
加
チ
ー
ム
も
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
会
に
参
加
す
る
チ

l
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

と
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
利

用
で
き
る
体
育
施
設
を
各
地
域
に
っ
く

り
、
お
お
い
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
市
は
、
千
曲
川
河
川

敷
を
利
用
し
た
運
動
場
を
国
分
、
諏
訪

形、

中
之
条
、
半
過
の

四
地
籍
に
建
設

ま
た
、

市
内
の
小
・
中
学
校
七
校
の
体

育
館
に
照
明
を
つ

け
夜
間
開
放
、
第
一

第
三
中
学
校
の
校
庭
に
は
ナ
イ
タ
ー
設

備
を
設
置
し
て
ソ
フ

ト
ボ
ー

ル
を
楽
し

えつ一 (5)一一一一昭和53年10月 1日 広報

さわやかな秋

みんなで

スポーツに
来見しもう

め
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
上
回
公
園
内

に
一
周
一
キ
ロ
灯
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー

ス
を
つ
く
る
な
ど
、
盛
ん
に
な
る
ス
ポ

ー
ツ
に
対
応
で
き
る
施
設
を
充
実
さ
せ

る
方
針
で
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
場
所
や
利
用
方
法

な
ど
は
下
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、
市

役
所
四
階
体
育
課
体
育
振
興
係
へ
早
目

に
申
込
ん
で
お
お
い
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。国
体
開
催
の
た
め

叩
月

2
日
か
ら
悶
固
ま
で

河
川
敷
運
動
場
の
開
放
に
ご
協
力
を

十
月
十
五
日
同
か
ら
「
や
ま
び
こ
国

体
」
が
開
催
さ
れ
、
上
田
市
で
も
軟
式

庭
球
、
高
校
軟
式
野
球
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
千
曲
川
市
民
緑
地
の
国

分
A

・
B

-
C
グ
ラ
ン

ド
、
諏
訪
形
グ

ラ
ン

ド
、
中
之
条
グ
ラ
ン
ド
は
、
国
体

出
場
チ
ー
ム
の
練
習
会
場
と
な
る
た
め

十
月
二
日
聞
か
ら
十
九
日
嗣
ま
で
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

第一中学校の校庭でナイターソフト

を楽しむ皆さん。

市民の皆さんが気軽に利用できる運動場一覧表

運動場名 所 在 I也 使用期間および時間 申込方法 使用料 f碕 考

千曲川市民緑地野球場 大字国分の千 毎年4月 l臼から11月30日まで 体育課で使用前 野球場 4面
鈍 料

サ ッカ一場 曲川河川敷 その後は体育課で判断します。 1か月前から受付 サッカ一場 1面

大字諏訪形の
諏訪形市民緑地野球場 同 上 同 上 同 ーと 野球場 l面

千曲川河川敷

大字中之条の
古舟市民緑地野球場 同 上 同 上 同 上 野球場 1面

千曲川河川敷

大字小泉の千 野球場 1面
半過市民緑地野球場 同 上 同 上 同 上

曲川河川敷 バレーコート 1面

第 1・第 3中学校校庭 l中中央6-5-45 日曜日を除く 4月 1日から
体をを育申し課込てへかむ団ら体、登使録用

電灯使用 照明の明るきから

夜間開放 3中中央北3-3-62 10月31日まで 実費相当額 ソフトポル程度

小・中学校体育館夜間

神342川中u中中p小大大大中大手央字字大大字北諏上字字13訪野仁国中-形野分古413-311田4327叩467 581 6 5 2 0E 

毎週火 ・土曜日で

開放、神JIl小学校、第2・ 4月 1日か午ら 8月31日分までは
後 6時305j--9時 同 上 無 料

第3・第4・第 5・塩田

川西中学校
塩川5西田中中 9月 1日から翌は年午後3月63時1~日ま9時で

|量i皇公認市民ランニン
上回公園内 いつでも使用できます。 必要なし 同 上 l周 1kmです

グコース

このほか、市民体育館、同分室、第 3種公認陸上競技場、市・県営野球場、庭球場、弓道場、相撲場な

ど有料で利用できる施設がありますのでご利用くださ ~'o

申込み・ お問合せ=体育課体育振興係へ (ft@4100内線 55 5 ) 

く国体期間中(10月16日-19日)は、競技に支障があるため愛の鐘は休みます。
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お知らせ

: 9月10日、例年になく早い時期に、豊
:殿地区の殿城山通称みすず窪地籍で、

:体重80kgもある大きな雌熊を豊殿地区

:猟友会の皆さんが捕獲しました。殿城

;山では昨年も一頭捕獲されています。

L司..---------_._--.---._.-----

一
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
一

一
児
童
手
当
一

一

手

続

き

は

早

目

に

一

児
童
手
当
は
、
請
求
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
新
し
く
該
当
す
る
人
は

次
に
よ
り
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
資
格
V

1
、
十
八
歳
未
満
の
子
供
さ
ん
を
三
人

以
上
育
て
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一
人

以
上
が
義
務
教
育
終
了
前
(
中
学
校

卒
業
ま
で
)
の
子
供
き
ん
で
あ
る
こ

》」

2
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
に
満
た
な

い
こ
と
。

〈
手
続
方
法
〉

該
当
す
る
人
は
、
市
役
所
一
階
福
祉

事
務
所
社
会
課
か
豊
殿
・
塩
田
・
川
西

の
各
支
所
へ
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、

えつー第 776号 (肘絡協斜)一一一広報3号一

市
民
体
育
館
。

お
閉
会
せ
M
H
体
育
課
体
育
振
興
係
(
宮

預
金
通
帳
を
持
参
し
て
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
公
務
員
、
公
共
企

業
体
へ
お
勤
め
の
皆
さ
ん
は
勤
務
先
へ

お
届
け
く
だ
さ
い
。

〈
支
給
額
〉

三
人
以
上
の
子
供
さ
ん
の
う
ち
、
出

生
順
に
数
、
え
て
三
人
目
以
降
で
義
務
教

育
終
了
前
の
子
供
さ
ん
一
人
に
つ
き
月

額
五
千
円
で
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係
(
宮
@

四
一

O
O
内
線
三
七
八
有
線
②

O
八

O

一

)一
軍
人
恩
給
法
な
ど
改
正
一

一
対
象
範
囲
が
拡
大
一

一

手

続

き

は

早

目

に

一

旧
軍
人
関
係
の
思
給
法
、
援
護
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
に

該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、
証
明
書
な
ど
の

資
料
と
印
鑑
を
持
参
し
て
市
役
所
一
階

福
祉
事
務
所
社
会
課
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
恩
給
法
の
改
正
〉

1
、
旧
軍
人
な
ど
で
断
続
し
た
実
質
在

職
年
数
が
、
三
年
以
上
あ
る
人
に
一

時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

旧
軍
人
、

旧
準
軍
人
の
人
で
継
続

し
た
在
職
年
数
は
三
年
未
満
だ
が
、

再
召
集
に
よ
る
在
職
年
数
を
合
算
す

る
と
三
年
以
上
に
な
る
人
、
ま
た
は

そ
の
遺
族
で
、
普
通
恩
給
、
普
通
扶

助
料
、
一
時
思
給
、
一
時
扶
助
料
を

受
け
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
そ
の
遺

族
。
な
お
、
公
務
員
な
ど
の
共
済
年

金
に
軍
人
の
在
職
期
間
を
通
算
し
た

人
は
除
か
れ
ま
す
。

一
時
金
は
、
一
律
、
一
万
五
千
円
で

す
。〈援

護
法
の
改
正
〉

ー
、
準
軍
属
の
範
囲
拡
大

昭
和
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
同

十
四
年
十
二
月
二
十
一
日
の
聞
に
、

満
州
青
年
移
民
と
し
て
集
団
移
住
し

軍
事
に
関
す
る
業
務
上
の
傷
病
者
に

な
り
、
現
在
も
恩
給
法
に
定
め
る
一

定
の
障
害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
そ
の

遺
族
に
障
害
年
金
、
ま
た
は
遺
族
給

与
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

2
、
戦
没
者
の
父
母
な
ど
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
継
続
支
給
。

目
撃
事
変

(
昭
和
十
二
年
七
月
七

日
)
以
後
の
戦
没
者
の
父
母
で
、
戦

没
者
の
死
亡
以
後
、
五
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
公
務
扶
助
料

遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
権
利
、
ま

た
は
資
格
を
失
わ
ず
、
氏
を
同
じ
く

す
る
自
分
の
子
、
孫
が
い
る
人
で
、

四
十
八
年
第
五
回
特
別
給
付
金
(
い

号
三
十
万
円
)
を
受
け
る
資
格
の
あ

る
人
。

〈
お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係
(
宮
@

四
一

O
O
内
線
三
七
八
有
線
②

O
八

O

一

)

一
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
一

一

国

民

年

金

一

…
特
例
納
付
制
度
…

七
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
国
民
年

金
の
特
例
納
付
制
度
」
を
ご
ぞ
ん
じ
で

す
か
。こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
の
保
険
料

を
二
年
以
上
納
め
て
い
な
い
人
や
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
そ
の
手
続
き
を
し
な
か

っ
た

な
ど
の
た
め
に
、
将
来
、
老
齢
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
人
が
、
一
定
期
間
さ
か
の
ぼ

っ
て

保
険
料
を
納
め
る
と
、
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
制
度
で
す
。

こ
の
特
例
制
度
は
、
五
十
五
年
六
月

三
十
日
ま
で
で
す
が
、
強
制
加
入
者
で

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
は
早
目

に
市
役
所
国
保
年
金
課
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
、
今
ま
で
納
め
て
い
な
か

っ
た
期
間
、
一
か
月
に
つ
き
四
千
円
で

す
。
ま
た
、
さ
か
の
ぼ
る
期
間
は
年
齢

な
ど
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

明
治
四
十
四
年
以
前
に
生
ま
れ
た
人

や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
の
任

意
加
入
者
は
、
こ
の
特
例
制
度
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
(
宮
@
四

一
O
O
内
線
二
八
四
)

一

マ

マ

さ

ん

一

一
卓
球
教
室
の
一

一
生
徒
を
募
集
…

資

格

l
市
内
に
お
住
ま
い
の
一
一
般
家

庭
婦
人
。

人
員
・
参
加
料

1
五
十
名
。
一

人
一
千

五
百
円
(
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
は

別
)。

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
。

募
集
期
間

l
十
月
三
十
一
日
ま
で
。

日
程
・
場
所

l
十
一
月
十
一
日
・
二
十

五
日
。
十
二
月
二
日
・
十
六
日
。

一

月
十
三
日
・
二
十
七
日
。
二
月
三
日

・
十
七
日
。
三
月
三
日

・
十
七
日

内

各
土
眼
目
、
午
前
九
時
か
ら
十
一
時

い
ま
す
。



だ一一一(抑制

市
民
体
育
館
。

お
問
合
せ

l
体
育
課
体
育
振
興
係
(
宮

@
四
一

O
O
内
線
五
五
五
)

一
婦
人
の
皆
さ
ん
参
加
し
よ
う
一

一

生

活

講

座

…

一

回

目

，

‘

一

一

回

日

〈

由

一

〈

働

く

婦

人

の

家

v

一

対
象
者

1
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

め
て
い
る
婦
人
。

申
込
方
法

1
働
く
婦
人
の
家
へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
結
構
で
す
(
宮

@
二
九
八
八
)

受
講
料
・
申
込
締
切
H
H
無
料
。
十
月
二

十
六
日
嗣
ま
で
。
た
だ
し
、
左
表
の

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

と
こ
ろ

l
上
田
市
働
く
婦
人
の
家

(
A口

同
庁
舎
南
側
)

えヴー (7)ー一一一昭和53年10月1日 広報

一
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
一

一

気

軽

に

ご

相

談

一

一

く

だ

さ

い

一

回

、、BE
t
-
J'

一-

一
行
政
相
談
所
開
設
問
畑
一

/
rt
i
t
-¥

S

 

園
、
県
、
市
に
よ
る
合
同
行
政
相
談

所
を
次
に
よ
り
開
き
ま
す
の
で
、
役
所

の
仕
事
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

相
談
は
、
秘
密
を
守
り
無
料
で
す
。

ま
た
、
一
般
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

〈
と
き
・
と
こ
ろ
〉

十
月
十
九
日
附

午
前
九
時

i
十
二
時

1
塩
田
公
民
館
。

午
後
一
時

1
四
時

l
川
西
社
会
福
祉
セ

ン
タ

l

十
月
二
十
日
掛

午
前
九
時

i
十
二
時

1
上
野
が
丘
公
民

山
口
』
H

必

nn

午
後
一
時

i
四
時

1
ユ
ニ
|
上
回
底
三

臨
白

〈
相
談
機
関
〉

上
回
行
政
相
談
委
員
協
議
会
、
市
職

員。一

や

ま

び

こ

国

体

一

一
市
特
産
品
展
開
く
一

一

泊

j
問
農
協
上
田
事
業
所
一

次
に
よ
り
「
や
ま
び
こ
国
体
上
田
市

特
産
品
展
」
を
聞
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と

き

l
十
月
十
五
日
間
、
十
六
日
間

十
七
日

ω、
十
八
日
闘
の
午
前
十
時

か
ら
午
後
六
時
(
た
だ
し
十
八
日
は

午
後
五
時
ま
で
)

と
こ
ろ

1
市
農
協
上
回
事
業
所
二
階
ホ

ー
ル

(
上
回
商
工
会
議
所
前
)

特
産
品

l
上
回
紬
、
農
民
美
術
、
土
産

品
、
食
品
類
な
ど
。

一
テ
レ
ビ
に
雑
音
や
…

一

チ

ラ

チ

ラ

一

一
気
軽
に
ご
相
談
一

一
引
固
ま
で
電
波
障
害
一
掃
運
動
一

十
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
、
「
全

国
電
波
障
害
一
掃
運
動
」
が
行
わ
れ
て

講 !'lt 名 .溝 自市 実純月日 IIrJ 定貝

手軽(訴にとで料き埼家る!尖庭習料)理
保健所主査栄養士 10月30日 午後

30名
岩崎敬子さん 例) 6: 00-8: 00 

(食慌生の活手のは変のび化てとい公る害) 
岐南町等学校教諭 11月2日

11 40名
佐々木ill司さん L村

楽(レ話し7いとリ体エ力づく リ
上田市体育課長 11月6日

" 40名ーション) 成沢秀敏さん 明)

(こいtLきかが婦らいグ人〉をの求生めきて方) 

長野婦人少年室長 11月10日
11 40名

中村玲子さん 信蛤

婦(恐人女ろの性しに貧い血多貧いと血貧予血防) 信悩大回産医学婦部人透科さ教ん授
11月25日 午後

40名
出 1: 30-3: 30 

生活講座日程表

選挙の知識

⑨ 
機
選挙運動の禁止と制限①

1 .投票管理者、開票管理者、選挙長は在職中、

選挙運動をする ことはで きません。特に、選挙

運動用ノ、ヵ、キに推薦人として氏名を記載すると

選挙違反とな ります。ポスター 、その他い っき

いの文書、図面などにも記載できません。

2.選挙管理委員会の委員および職員、裁判官、

検察官、主警察官、公安委員会の委員、会計検査

官、収税官吏および徴税の吏員(税の賦課徴収

に従事する人)は、在職中は選挙区の内外、勤

務時閉め内外を問わず選挙運動は禁止されてい

ます。

3、地方公務員の政治活動と選挙運動は、一般職

の職員は、 地方公務員法により制限され、特定

公務員は、公職選挙法によ り、選挙運動 ・地位

利用の禁止カ、あ り、とくに地位利用はすべての

公務員が該当します。

4、教育者(先生)が児童、生徒、学生に対して

教育上の地位を利用して選挙運動をすることは

禁止されています。また、 PTAや父兄などに
はたらきかけることも含まれます。

学校の範囲については、学校教育法に定められ

ている幼稚関、小学校、中学校、高等学校、大

学、高等専門学校、盲学校、聾(ろう)学校、

養護学校など全部の学校が対象とな ります。

5 .ポスターなどに公職名と氏名が大書きに記載

されているなどの場合は、その状態により選挙

違反となることがあります。

い
ま
す
。

お
宅
の
テ
レ
ビ
に
雑
音
や
チ
ラ
チ
ラ

が
入
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
テ

レ
ビ

の
故
障
か
ど
う
か
見
分
け
る
コ
ツ

は
、
隣
近
所
を
調
べ
同
じ
よ
う
な
症
状

が
あ
れ
ば
原
因
は
外
部
に
、
一
台
だ
け

の
場
合
は

テ
レ
ビ

の
故
障
で
す
。

ま
た
ラ
ジ
オ
や
ス
テ
レ
オ
に
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
が
混
信
す
る
。
テ
レ
ビ
の

画
面
が
乱
れ
る
な
ど
の
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
か
、
こ
ん
な
電
波
障
害
で
不
愉
快

な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
次

の
と
こ
ろ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
雑
音
の
原
因
や
防
止
方
法
に
つ
い
て

長
野
県
電
波
障
害
防
止
協
議
会
(
N

H
K
長
野
放
送
局
内

宮

O
二

六

二

@

三
二

O

こ

-v
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
障
害
に
つ
い
て

市
役
所
公
害
課
(
宮
@
四
一

0
0

内
線
二
九
四
)
。
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
連
盟
信
越
地
方
事
務
局
(
宮

O

二
六
二
@
七
六
七
六
)

m月
お
日
嗣
ほ
て
い
や
西
口
で

電
波
障
害
相
談
所
聞
く

午
前
叩
時

l
午
後

4
時

十
月
二
十
五
日
附
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
、
ほ
て
い
や
百
貨
鹿
西
日

で
「
電
波
障
害
相
談
所
」
が
聞
か
れ
ま

す
の
で
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
雑

音
が
入
っ
た
り
、
映
り
が
悪
く
な
る
な

ど
で
お
困
り
の
皆
さ
ん
は
、
気
軽
に
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。



て
き
ま
し
た
。

家
庭
の
中
で
い
っ
さ
い
の
差
別
を
許
さ
的
な
身
分
制
度
に
よ
る
あ
や
ま
っ
た
偏
細
な
農
家
の
聞
で
は
、
封
建
的
な
身
分

こ
ん
な
話
し
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
「

同

な

い

、

ま

た

差

別

を

し

な

い

と

い

う

こ

見

か

ら

き

て

い

る

の

で

す

。

に

よ

る

人

間

関

係

が

ま

だ

残

っ

て

い

ま

和
の
問
題
は
、
よ
く
理
解
で
き
た
。
し

と

で

す

。

日
本
の
社
会
の
し
く
み
は
、
一
方
に
す
。

か
し
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
日
常
の
生
活
態
度
が
い
い

加
減
で
、
は
欧
米
の
先
進
国
な
み
の
近
代
的
な
大
現
在
の
封
建
的
な
身
分
関
係
と
は
、

い
。
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

つ

ま

り

、

頭

の

部

落

差

別
は
い
け
な
い
と
い
っ
て
み
た
き
な
会
社
が
あ
り
、

他
方
に
は
ご
く
小
家
庭
で
は
父
親
が
権
力
を
揮
っ
て
お

中
で
は
理
解
で
き
て
も
、
実
際
の
場
面
と
こ
ろ
で
お
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
や
は
き
な
商
庖
や
零
細
な
農
家
が
あ
っ
て
、
り
村
で
は
、
家
柄
伶
格
式
が
重
ん
ぜ

に
な
る
と
な
か
な
か
む
ず
か
し
く
、

何

り
自
分
の
仕
事
、
職
場
、
生
活
の
場
を
そ
の
経
済
力
は
「
雲
泥
の
差
」
が
あ
り
ら
れ
、
団
体
で
は
親
分
、
子
分
の
結
び

を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
通
し
て
、
差
別
と
戦
っ
て
い
く
人
聞
に
ま
す
。

つ
き
な
ど
社
会
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
身

い
う
こ
と
で
す
。

な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
な
か
で
も
、
同
和
地
区
は
、
産
業
で
分
の
上
下
と
支
配
す
る
も
の
、
服
従
す

部
落
問
題
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
か
。
部
落
差
別
は
、
単
独
に
あ
る
も
の
も
、
働
き
場
で
も
、
ほ
と
ん
ど
が
小
さ
る
も
の
の
関
係
が
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
と
深
は
、
部
落
の
た
め
に
や
る
の
で
は
な
く
で
な
く
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
あ
る
い
な
貧
し
い
も
の
な
の
で
す
。

こ

の

よ

う

ま

た

精

神
的
に
も
、
昔
な
が
ら
の
迷

い
か
か
わ
り
の
あ
る
家
庭
教
育
に
お
い
私
た
ち
自
身
の
た
め
に
す
る
の
だ
と
い
ろ
い
ろ
な
差
別
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
な
経
済
の
し
く
み
は
、
そ
っ
く
り
そ
の
信
や
か
た
よ
っ
た
考
、
ぇ
方
や
し
き
た
り

て
は
、
親
や
家
族
の
考
、ぇ
方
や
生
き
方
う
認
識
が
た
い
せ
つ
で
す
。
私
た
ち
は
と
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

ま
ま
社
会
や
人
間
関
係
や
考
、
ぇ
方
に
も
が
ま
か
り
通
っ
て
い
ま
す
。

が
、
子
ど
も
の
成
長
に
大
き
く
影
響
す
決
し
て
他
人
の

こ
と
で
は
な
く
、
自
分

部
落
解
放
へ
の
展
望

反

映

し

、

大

き

な

産

業

の

と

こ

ろ

で

は

こ

の

よ
う
な
日
本
の
社
会
の
し
く
み

る
た
め
、
家
庭
に
お
け
る

同

和

教

育

が

の

こ

と

を

ま

ず

考

え

て

み

な

け

れ

ば

な

部

落

差

別
の
根
源
は
、
ひ
と
口
に
い
近
代
的
な
民
主
的
な
考
え
方
の
社
会
に
か
反
映
し
て
、
部
落
に
対
す
る
偏
見
と

こ
と
さ
ら
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

り
ま
せ
ん
。
仕
事
や
、
職
場
、
社
会
や
、
え
ば
、
日
本
の
社
会
の
し
く
み
と
歴
史
な
っ
て
い
ま
す
が
、

小
さ

な

商

庖

や

零

差

別
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
す
。
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(
八
月
三
十
一

日
現
在
)

次
の
方
々

が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た。

つ
つ

し
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た

し
ま
す
。

望
月
裕
一
さ
ん

尾
崎
け
さ
ひ
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さ
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佐
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手
)
三
八

下
之
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上
青
木

八 一
九 五

鎌
原
)
六
四

(鎌
原
)
八

O

日

訂

正

お

わ

び

九
月
十
六
日
発
行
の
広
報
う
、え
だ
第

七
七
五
号
八
ペ

ー
ジ
、
必
ず
受
け
よ
う

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
の
予
防
注
射

l

犬
一
頭
に
つ
き
一
千
五
百
円
は
、
予
防

注
射

1
犬
一
姐
に
つ
き
一
千
百
五
十
円

の
誤
リ
で
し
た
お
わ
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
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